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　これまで日本は、関東大震災、阪神淡路大震災、東日本大震災を
はじめとして、各地で大きな震災が発生しています。そして平塚で
も、近い将来、大きな地震が発生する危険性があると言われていま
す。
　大きな災害に備え、安全な環境づくりを進めるには、家庭内での
備えをはじめとして「自助」（各個人が身の安全確保する）に加え、
となり近所の助け合いなどの、「共助」が必要です。では、実際に
自治会の中で、災害時に１人での行動が出来ない災害弱者の方（高
齢の方、障害のある方、妊産婦等）などを見守り、互いに助け合い
ながら、安全に避難するにはどうしたら良いのでしょうか？いざと
いう時に互いに協力しあえるようにするには、日頃からのつながり
と定期的な訓練、そして各一人々が災害に対しての備えを意識し行
動するようにしなければならないと思います。
　そこで、今回豊田小嶺自治会として地区の皆さんが自助・共助の
視点から日頃から確認しておくため、平塚市等の地震対策に関する
資料を抜粋し整理してみました。ご一読いただき「いざ地震」とい
う時のためにお役立ていただければ幸いです。

は　じ　め　に
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被災、

食器棚扉開き止め金具などを備えて、
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（小嶺自治会館、小嶺公園）へ避難しましょう。

避難施設（豊田小学校）へ避難しましょう。
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